
◎留学状況調査実施・分析【委託：1箇所】
◎広報ツールの更新・改善【委託：2箇所】

諸外国における日本の専修学校の広報、優秀な外国人留学生の掘り起こし、日本語教育支援や修学支
援、留学生の在籍管理、卒業後の国内への定着支援など、専修学校に係る入口から出口までの総合的・
戦略的な留学生施策の推進について、各地域における関係機関・団体との連携によるモデル体制を構築。

【委託：4箇所】

◎ 戦略的推進のためのターゲット国・分野特定
◎ 諸外国における専修学校の広報・周知・留学生掘り起こし
◎ 非漢字圏の留学生の日本語指導と専修学校との接続
◎ 国内企業とのマッチング・定着支援
◎ 教職員・企業担当者の受入対応能力向上のための研修 等
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（略） 専修学校においても専修学校グローバル化対応推進支援
事業を通じ国内企業への就職支援を行う。

専修学校グローバル化対応推進支援事業
［未来投資戦略２０１７（平成２９年６月９日閣議決定）］（抜粋）

新たな課題にも対応した総合的・
戦略的な留学生施策推進の必要性

Ⅰ

専修学校の外国人留学生の動向やそ
の後の就職状況、並びに日本人学生の
留学状況について、全国的な調査を実
施するとともに、広報ツールを更新する。

（前年度予算額：252百万円）
30年度予算額：195百万円

H26

専修学校（専門課程）の外国人留学生の増加【専修学校留学生就職アシスト事業】（～H28)

受入れ分野
拡大の可能性
(介護分野 等）

各地域における留学生の戦略的受入れに向けた体制整備 継続的な実態把握等
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専修学校
広報資料

(約10か国語）
実態把握
・共有

留学生就職
相談会等 受入

拡大

留学生の
急増への対応

入口から出口まで
の連携体制構築

受入れ手引書
作成（H28) 等

Ⅱ
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日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」

事

業

内

容

優秀な外国人留学生についても、2012年の14万人から
2020年までに30万人に倍増させること（「留学生30万人計
画」の実現）を目指す。

［日本再興戦略（平成２５年６月１４日閣議決定）］（抜粋）

・海外教育機関との連携協定の締結手法
・日本語学校との連携教育の在り方
・企業連携教育の手法 等を整理・明確化

○留学生受入モデルの活用○留学生対応モデルの形成 専修学校と日本語教育機関や企業等と
の連携を発展させ、優秀な留学生の受入
につなげるとともに、我が国又は自国で活
躍できる専門職業人を輩出

各専修学校及び各団体において、開発
したモデルを参考にそれぞれ留学生対応に
効果的な体制を整備
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